










































































































A Case Study of the Development of Teaching Materials Connected  
















































































































































































































































































































































































































































































































№ 学年 共感・探求・創造する学びをつくる題材名 「つなぐ」具体的な内容（環境分類） 「気づき」の内容
1 1 あたらしいなかまをつくろう 地域の自然材 自然 自然の形・場所 共感
2 1 ペタペタどろあそび 学校の近くの田んぼ 自然 自然の魅力・命 共感
3 2 わたしのカッパ 北波多に残っているかっぱ伝説 自然 自然との共生 共感
4 2 太ようの光さしこむ２組作ひんかんを作ろう 地域の人々の存在や通学路や近くの公園 自然 人とのつながり 共感
5 2 池田祭りのちょうちんをつくろう 展望台からの景色（景観法）環境保全 自然 自然の大切さ 共感
6 2 うみとなかよし 地域の自然材　玄界灘・立花山 自然 豊かな自然 共感
7 2 イチョウがへんしん 校門まえの通学路の大イチョウ 自然 自然の色・季節 共感
8 2 世界に一つだけの押し花カードを作ろう 上天草市立今津小学校の近くの野原 自然 季節の動植物 共感
9 2 いざ，ジャングルへ 学校周辺の川辺や森 自然 自然の魅力・命 探求
10 2 わくわく，ともだちハウス 本校のシンボルであるくすのき 自然 木の命・木の思い　 共感
11 2 ホワホワ輝くわたしの灯篭 紅葉期の観光地である自然 自然 美しい自然の色 共感
12 3 わたしたちの森の芸術作品展 地域の自然材 自然 自然材の色・形 共感
13 3 春を楽しもう　くるくるめいろ 隣の神社の藤まつり 自然 自然の色　自慢　 共感
14 3 わたしのぼうし 近くの公園 自然 自然の色・形・命 共感
15 3 世界に一つだけのぼく・わたしのペン 宗像市の市の木でもあるクスノキの木 自然 木の命：町の歴史 共感
16 3 松林ですみか作り 大きな松林がある大在舞子浜緑地 自然 自然環境の保全 共感
17 3 道をてらすピカピカランプ 七月の蛍が見える場所に行くまでの道 自然 自然への感謝 ･美化 創造
18 3 わたしたちのワクワクすみか 学校周辺にある木々や葉っぱなどの自然物 自然 自然との共生 共感
19 3 ぼく，わたしたちのひまわり畑 南島原市の「市の花」であるひまわり畑 自然 豊かな自然 共感
20 3 見つけよう　ぼくのわたしの木 校庭・学校周辺の自然 自然 自然材の色・形 共感
21 3 わくわく発見！ 五ヶ瀬川 延岡の水質№１の川岸の石 自然 恵まれた自然 共感
22 3 ３年２組のカラフルロード 指宿温泉，鑑賞として知林ヶ島の砂の道 自然 環境美化 創造
23 3 自然のなかで遊ぼう 学校周辺の自然 自然 自然の色・形・季節 共感
24 3 未来のツリーハウスを建てよう 地元の自然，裏山や近くの海岸 自然 幼児の遊び場づくり 創造
25 4 ぼく，わたしの木 地域の遺産でもある宇美八幡宮のくすのき 自然 木の命・建物の美 共感
26 4 ぼく・わたしのおすすめはこれだ 地域の自然公園 自然 自然材の色・形 共感
27 4 秋の森のひみつきち 愛宕神社の自然材 自然 自然材の色・形・季節 共感
28 4 フォレストワールド「森の芸術家」 学校周辺の自然 自然 自然の造形美 創造
29 4 森のげいじゅつか 近くの森林 自然 自然材の色・形 共感
30 4 生の松原美術館 生の松原の落ち葉や松ぼっくりなどの自然材 自然 自然材の色・形 共感
31 4 自然いっぱい○○ワールド 学校周辺の自然 自然 自然環境の保全 共感
32 4 みてみて！ ぼくのわたしのすみか 高取小周辺「やすらぎの森」「せせらぎの川」 自然 自然との共生 共感
33 5 かくれんぼさんを探せ！ 学校目の前の神社 自然 自然の形・建物の形 共感
34 5 世界に一つだけの光を灯そう御船山楽園ライトアップ 歓迎遠足　御船山楽園 自然 自然の色・形，自慢 共感
35 5 布と枝のコンサート～世界にひとつだけの木～ 地域の松林・自然材　和白干潟・松林・公園 自然 豊かな自然美・命 共感
36 5 いのちをえがこう 地域に住む生き物 自然 自然の魅力・命 共感
37 5 僕の，私の自慢の町 学校の近くの和白干潟 自然 命を育む自然環境 共感
38 5 自然のキャンバスに描こう 近くの自然 自然 豊かな自然への感謝 共感
39 5 光のホタルかごアート展を開こう 地域の伝統的な「ほたるかご」 自然 豊かな自然・保護 共感
40 5 世界に一つだけの石 矢部川の石 自然 豊かな自然への感謝 共感
41 5 作ろうよみんなの秘密基地 学校の裏山 自然 自然環境のよさ 共感
42 6 私のつつじ染め 基山で有名な花であるつつじ 自然 自然環境を育む人々 共感
43 6 わたしだけの春 金山川とその桜並木道 自然 自然への感謝と保護 共感
44 1 ふわふわさげもんづくり 柳川名物の「さげもん」 文化 郷土愛・自慢 共感
45 1 つくってみたいな，わたしのおしろ かつて城があったことを伝える八代城跡 文化 郷土愛　町の歴史 共感
46 1 みんなでたのしくモアイをつくろう 宮崎の観光地となっている「モアイ」 文化 わが町の自慢 共感
47 2 ようこそ２の２バルーンフェスタへ 佐賀バルーンフェスタ 文化 県の自慢 共感
48 2 うっとりするねランランランプ 地域の自然材 文化 和の光の魅力 共感
49 3 若宮八幡宮ですみかをつくろう 美的・造形的な財産として「若宮八幡宮」 文化 町の自慢・歴史 共感
50 3 かすりのアート 筑後の伝統工芸である「絣」 文化 町の自慢・和の色 共感
51 3 オリジナルきじうま・花手箱をつくろう 伝統工芸　きじうま・花手箱 文化 郷土愛・工芸品 共感
52 3 東宮永小学校さげもんまつり 柳川の特産物さげもん 文化 郷土の美・自慢 共感
53 3 ゆかいな汽車の仲間たち 学校近くの三潴のシンボル「ぽっぽ汽車」 文化 町の自慢・歴史 探求
54 3 大珪化木とタイムスリップ！ 国指定天然記念物「夜宮の大珪化木」 文化 自慢・日本の歴史 探求
55 4 宇佐神宮の自然をみつめて 国宝や重要文化財等の建造物，宇佐神宮 文化 自慢・建造物の美 共感
56 4 キラキラ有田焼職人になろう 有田焼・伝統工芸 文化 自慢・焼き物の町 探求
57 4 色と水の自分の紬 大島紬という身近な伝統工芸品 文化 郷土愛・紬 共感
58 4 上陽っ子オリジナル灯篭をつくろう 八女市の伝統工芸品である和紙や灯籠 文化 和紙と光の美しさ 共感
59 4 版画を通して新たな発見をしよう 通学路の神社 ･寺などの歴史ある建物 文化 町の形・再発見 探求
60 4 金魚ちょうちんをつくろう 山口県の伝統的工芸品「金魚ちょうちん」 文化 自慢・伝統技術 共感
61 4 城下かれいを学校に泳がせよう 日出町伝統工芸品「日出焼」 文化 伝統技術の継承 探求
62 4 私だけの大島紬～オリジナルの柄をつくろう～ 大島紬という奄美大島の伝統織物の柄 文化 伝統の柄・新しい柄 創造
63 4 私たちだけの未来の町を作ってみよう 地元の名所である「昭和の町」 文化 町の自慢・温もり 共感
64 5 世界に一つだけのはにわ 筑前町仙道古墳の埴輪 文化 町の歴史・環境保護 共感
65 5 見つけた　お気に入りの場所 深江神社 文化 町の自慢・歴史 共感




№ 学年 共感・探求・創造する学びをつくる題材名 「つなぐ」具体的な内容（環境分類） 「気づき」の内容
1 1 あたらしいなかまをつくろう 地域の自然材 自然 自然の形・場所 共感
2 1 ペタペタどろあそび 学校の近くの田んぼ 自然 自然の魅力・命 共感
3 2 わたしのカッパ 北波多に残っているかっぱ伝説 自然 自然との共生 共感
4 2 太ようの光さしこむ２組作ひんかんを作ろう 地域の人々の存在や通学路や近くの公園 自然 人とのつながり 共感
5 2 池田祭りのちょうちんをつくろう 展望台からの景色（景観法）環境保全 自然 自然の大切さ 共感
6 2 うみとなかよし 地域の自然材　玄界灘・立花山 自然 豊かな自然 共感
7 2 イチョウがへんしん 校門まえの通学路の大イチョウ 自然 自然の色・季節 共感
8 2 世界に一つだけの押し花カードを作ろう 上天草市立今津小学校の近くの野原 自然 季節の動植物 共感
9 2 いざ，ジャングルへ 学校周辺の川辺や森 自然 自然の魅力・命 探求
10 2 わくわく，ともだちハウス 本校のシンボルであるくすのき 自然 木の命・木の思い　 共感
11 2 ホワホワ輝くわたしの灯篭 紅葉期の観光地である自然 自然 美しい自然の色 共感
12 3 わたしたちの森の芸術作品展 地域の自然材 自然 自然材の色・形 共感
13 3 春を楽しもう　くるくるめいろ 隣の神社の藤まつり 自然 自然の色　自慢　 共感
14 3 わたしのぼうし 近くの公園 自然 自然の色・形・命 共感
15 3 世界に一つだけのぼく・わたしのペン 宗像市の市の木でもあるクスノキの木 自然 木の命：町の歴史 共感
16 3 松林ですみか作り 大きな松林がある大在舞子浜緑地 自然 自然環境の保全 共感
17 3 道をてらすピカピカランプ 七月の蛍が見える場所に行くまでの道 自然 自然への感謝 ･美化 創造
18 3 わたしたちのワクワクすみか 学校周辺にある木々や葉っぱなどの自然物 自然 自然との共生 共感
19 3 ぼく，わたしたちのひまわり畑 南島原市の「市の花」であるひまわり畑 自然 豊かな自然 共感
20 3 見つけよう　ぼくのわたしの木 校庭・学校周辺の自然 自然 自然材の色・形 共感
21 3 わくわく発見！ 五ヶ瀬川 延岡の水質№１の川岸の石 自然 恵まれた自然 共感
22 3 ３年２組のカラフルロード 指宿温泉，鑑賞として知林ヶ島の砂の道 自然 環境美化 創造
23 3 自然のなかで遊ぼう 学校周辺の自然 自然 自然の色・形・季節 共感
24 3 未来のツリーハウスを建てよう 地元の自然，裏山や近くの海岸 自然 幼児の遊び場づくり 創造
25 4 ぼく，わたしの木 地域の遺産でもある宇美八幡宮のくすのき 自然 木の命・建物の美 共感
26 4 ぼく・わたしのおすすめはこれだ 地域の自然公園 自然 自然材の色・形 共感
27 4 秋の森のひみつきち 愛宕神社の自然材 自然 自然材の色・形・季節 共感
28 4 フォレストワールド「森の芸術家」 学校周辺の自然 自然 自然の造形美 創造
29 4 森のげいじゅつか 近くの森林 自然 自然材の色・形 共感
30 4 生の松原美術館 生の松原の落ち葉や松ぼっくりなどの自然材 自然 自然材の色・形 共感
31 4 自然いっぱい○○ワールド 学校周辺の自然 自然 自然環境の保全 共感
32 4 みてみて！ ぼくのわたしのすみか 高取小周辺「やすらぎの森」「せせらぎの川」 自然 自然との共生 共感
33 5 かくれんぼさんを探せ！ 学校目の前の神社 自然 自然の形・建物の形 共感
34 5 世界に一つだけの光を灯そう御船山楽園ライトアップ 歓迎遠足　御船山楽園 自然 自然の色・形，自慢 共感
35 5 布と枝のコンサート～世界にひとつだけの木～ 地域の松林・自然材　和白干潟・松林・公園 自然 豊かな自然美・命 共感
36 5 いのちをえがこう 地域に住む生き物 自然 自然の魅力・命 共感
37 5 僕の，私の自慢の町 学校の近くの和白干潟 自然 命を育む自然環境 共感
38 5 自然のキャンバスに描こう 近くの自然 自然 豊かな自然への感謝 共感
39 5 光のホタルかごアート展を開こう 地域の伝統的な「ほたるかご」 自然 豊かな自然・保護 共感
40 5 世界に一つだけの石 矢部川の石 自然 豊かな自然への感謝 共感
41 5 作ろうよみんなの秘密基地 学校の裏山 自然 自然環境のよさ 共感
42 6 私のつつじ染め 基山で有名な花であるつつじ 自然 自然環境を育む人々 共感
43 6 わたしだけの春 金山川とその桜並木道 自然 自然への感謝と保護 共感
44 1 ふわふわさげもんづくり 柳川名物の「さげもん」 文化 郷土愛・自慢 共感
45 1 つくってみたいな，わたしのおしろ かつて城があったことを伝える八代城跡 文化 郷土愛　町の歴史 共感
46 1 みんなでたのしくモアイをつくろう 宮崎の観光地となっている「モアイ」 文化 わが町の自慢 共感
47 2 ようこそ２の２バルーンフェスタへ 佐賀バルーンフェスタ 文化 県の自慢 共感
48 2 うっとりするねランランランプ 地域の自然材 文化 和の光の魅力 共感
49 3 若宮八幡宮ですみかをつくろう 美的・造形的な財産として「若宮八幡宮」 文化 町の自慢・歴史 共感
50 3 かすりのアート 筑後の伝統工芸である「絣」 文化 町の自慢・和の色 共感
51 3 オリジナルきじうま・花手箱をつくろう 伝統工芸　きじうま・花手箱 文化 郷土愛・工芸品 共感
52 3 東宮永小学校さげもんまつり 柳川の特産物さげもん 文化 郷土の美・自慢 共感
53 3 ゆかいな汽車の仲間たち 学校近くの三潴のシンボル「ぽっぽ汽車」 文化 町の自慢・歴史 探求
54 3 大珪化木とタイムスリップ！ 国指定天然記念物「夜宮の大珪化木」 文化 自慢・日本の歴史 探求
55 4 宇佐神宮の自然をみつめて 国宝や重要文化財等の建造物，宇佐神宮 文化 自慢・建造物の美 共感
56 4 キラキラ有田焼職人になろう 有田焼・伝統工芸 文化 自慢・焼き物の町 探求
57 4 色と水の自分の紬 大島紬という身近な伝統工芸品 文化 郷土愛・紬 共感
58 4 上陽っ子オリジナル灯篭をつくろう 八女市の伝統工芸品である和紙や灯籠 文化 和紙と光の美しさ 共感
59 4 版画を通して新たな発見をしよう 通学路の神社 ･寺などの歴史ある建物 文化 町の形・再発見 探求
60 4 金魚ちょうちんをつくろう 山口県の伝統的工芸品「金魚ちょうちん」 文化 自慢・伝統技術 共感
61 4 城下かれいを学校に泳がせよう 日出町伝統工芸品「日出焼」 文化 伝統技術の継承 探求
62 4 私だけの大島紬～オリジナルの柄をつくろう～ 大島紬という奄美大島の伝統織物の柄 文化 伝統の柄・新しい柄 創造
63 4 私たちだけの未来の町を作ってみよう 地元の名所である「昭和の町」 文化 町の自慢・温もり 共感
64 5 世界に一つだけのはにわ 筑前町仙道古墳の埴輪 文化 町の歴史・環境保護 共感
65 5 見つけた　お気に入りの場所 深江神社 文化 町の自慢・歴史 共感
66 5 みんなで作ろう! 世界にひとつだけの５の１さげもん! 柳川伝統工芸品「さげもん」 文化 自慢・伝統工芸 共感
表１　指導案題材名と「つなぐ」対象，「気づき」の内容
 7図画工作科教育法Ⅰにおける地域に根差した教材開発に関する実践報告　
№ 学年 共感・探求・創造する学びをつくる題材名 「つなぐ」具体的な内容（環境分類） 「気づき」の内容
67 5 いざ！ 弓野人形をつくらん！ 西川登町の伝統的な人形づくり 文化 自慢・伝統工芸 共感
68 5 かがやけ竪坑！ 志免炭鉱竪坑櫓の年末年始のライトアップ 文化 町の産業の歴史 探求
69 5 海を守ってほシーサー 沖縄の伝統的な文化　シーサー 文化 島の工芸の歴史・技 探求
70 6 和紙から作ろう！ オリジナル提灯 八女の伝統工芸，和紙作り 文化 和紙の魅力 探求
71 6 ぼくもわたしも家具職人 大川木工まつり 文化 自慢・木工の技・美 共感
72 6 ぼくわたしの！ 上野焼 伝統工芸品の上野焼 文化 自慢・焼き物の町 共感
73 6 わたしだけのタイムスリップ物語 学校の近くの史跡 文化 町の歴史 探求
74 6 伊万里焼に挑戦 伊万里で有名な伊万里焼 文化 自慢・焼き物の町 探求
75 6 陶芸家への道～伊万里焼～ 佐賀・伊万里の一番の特産品 文化 自慢・焼き物の町 探求
76 2 お面を作ろう～元岡獅子舞～ 元岡校区の伝統「元岡獅子舞」 行事 郷土どの文化・歴史 共感
77 2 みざれ太こ　がっきたい みざれ太鼓 行事 郷土文化の継承 共感
78 3 ぼくのわたしのワクワクお面 ひょっとこ踊り 行事 郷土文化の継承 共感
79 4 おいでよ！ わたし達の花火大会 総本宮水天宮の筑後川花火 行事 郷土の自慢 共感
80 4 Ｍｙ　灯籠をつくろう 山鹿灯籠祭の「千人灯籠」踊りの灯籠 行事 自慢・郷土の文化 共感
81 4 つくろう！ 私のバルーン 佐賀バルーンフェスタ 行事 県の自慢・郷土愛 共感
82 4 私たちのあかり 地域の夏祭り 行事 文化の継承 共感
83 5 水のめぐみに感謝して～竹灯篭作り～ 島原市の水に感謝するお祭り 行事 豊かな自然環境 共感
84 5 よいさー！ わたしたちの大蛇山 地域での伝統的な祭りである大蛇山の御輿 行事 自慢・文化の継承 共感
85 5 わっしょい！ おみこし職人 ! 田主丸町夏の町民祭りのおみこしの飾り 行事 自慢・文化の継承 共感
86 5 風にたなびくこいのぼりをたてよう 飯塚市，川沿いのこいのぼり 行事 温もりのある環境 共感
87 5 ５年２組のバルーンフェスタ 佐賀で行われるバルーンフェスタ 行事 県の文化・郷土愛 共感
88 5 作ろう ･踊ろう ･飾ろう，わたしのお面 佐賀県太良町秋祭りの「面浮立」伝統芸能 行事 郷土愛・文化の継承 共感
89 5 岩戸神楽をもりあげよう 歴史的な文化遺産である「岩戸神楽」 行事 郷土愛・文化の継承 共感
90 5 私の頭の中の獅子爪岩 校区に伝わる話「獅子爪岩」 行事 郷土愛・美しい自然 探求
91 5 盛り上げよう！ 私たちのちょうちん祭 提灯祭り・桜や蛍の時期の一の坂川 行事 郷土愛・自然環境 共感
92 6 ぼくだけの・わたしだけの15番目の曳山 唐津曳山 行事 文化の継承・発展 創造
93 6 墨で描く神楽の世界 折尾の特色である折尾神楽 行事 文化の継承・発展 創造
94 6 竹と光のハーモニー～龍神伝説三池光竹～ 11月20日，21日の「龍神伝説三池光竹」 行事 郷土愛・文化の継承 共感
95 6 伝えよう，泰平踊り 飫肥城下祭り地域の伝統的な「泰平踊り」 行事 郷土愛・文化の継承 共感
96 6 自分だけの光の形 大牟田　三池光竹という伝統行事 行事 郷土愛・文化の継承 共感
97 6 作ろう！ 私たちの卒業アルバム 町の新たなイベントを地元の新聞社に提案 行事 郷土の自慢 創造
98 6 イチから作ろう！ オリジナル竹とうろう 水前寺公園で行われる「水あかり」お祭り 行事 地域復興応援 創造
99 6 「出航」夜空に輝けわたしの船 観月会の会場である天拝公園 行事 郷土愛・自然保護 共感
100 1 のってみたいな・いってみたいな 西鉄電車や新幹線 教育 郷土への興味関心 共感
101 1 ひびけ　わたしだけのおと 校区の幼稚園や保育所 教育 郷土愛・共生 共感
102 3 昭二の森の家具屋さん 学校の敷地内にある「昭二の森」 教育 郷土愛・豊かな自然 共感
103 3 わたしだけの春住アートをつくろう 春住校区の一番大きな山王公園 教育 郷土愛・豊かな環境 共感
104 3 のぞいてみよう，北明小の三角屋根 町の目印，小学校校舎の三角屋根 教育 郷土愛・豊かな環境 共感
105 4 ぼく・わたしたちの香椎浜 香椎浜校区 教育 郷土愛・豊かな環境 共感
106 4 私たちの未来の町を作ろう 教師が地域散策をして撮った地域写真 教育 環境への感謝・発展 創造
107 4 ぼくの木，わたしの木 学校内の木 教育 温もりのある環境 共感
108 4 ぼくたち　私たちの福岡空港をつくろう 自分たちの福岡空港 教育 自慢・豊かな環境 共感
109 4 なぞの！？ うちゅうななようせいのせい ｢宇宙七曜星の精｣ が置いてある太陽の塔 教育 自慢・豊かな環境 探求
110 5 わくわくどきどき川添サファリパーク 地域の施設 教育 自慢・自然環境 共感
111 5 ステンドグラスＤＥ動植物園 福岡市動植物園 教育 豊かな生活環境 共感
112 5 みんなで作ろう！ 私たちの勝盛公園 遠足などで利用する機会の多い勝盛公園 教育 自慢・自然環境 共感
113 5 私だけの世界をつくろう 本校にあるビオトープ 教育 自然環境保護・共生 創造
114 5 灯してみよう平和の光 長崎県　８月９日に行われる平和集会 教育 世界の平和 創造
115 5 段ボールを使って，鳥を作ろう 福岡市動物園で観察した鳥 教育 豊かな環境・共生 共感
116 6 ぼくとわたしの大切な学校 改装前の校舎写真，改装以前の学校生活 教育 郷土愛・豊かな環境 共感
117 6 せんだんの木～自分だけの春夏秋冬～ 学校の運動場の中心に立つせんだんの木 教育 郷土・母校への感謝 共感
118 6 多色木版の世界～心に思い描く若戸大橋～ 子どもたちにも馴染みのある若戸大橋 教育 生活環境への感謝 共感
119 3 あったらいいな　どこでもドア 地域 ｢挨拶通り｣ 高齢者・保護者・地域 営み 豊かな環境への感謝 共感
120 3 キラキラアワビの小物入れ 大島アワビの養殖施設 ･馴染み深い貝 営み 郷土愛・豊かな暮らし 共感
121 4 ホタルの夜のファンタジー 学校近くの川で行うホタルの放流活動 営み 自然環境の保護 創造
122 4 わらと友達になろう 米作りで残る藁 営み 郷土愛・豊かな環境 共感
123 4 えだひも　ぎゅぎゅっと 植木の町 営み 郷土愛・豊かな環境 共感
124 4 世界に一つの合鴨小屋を作ろう 地域の合鴨農法 営み 豊かな環境・保護 探求
125 4 ランタンを作ろう 熊本地震による被災地 営み 地域復興応援 創造
126 4 わたしだけのピカピカホタル 近くの川と自然保護活動の人々 営み 自然環境の保護 共感
127 5 わたしたちの大切な場所 通学路の風景 営み つながるよさ 共感
128 5 わたしの大切な風景 野多目小周りの風景　九州がんセンター 営み 命の大切さ 共感
129 5 私だけのランプシェードを作ろう 地域の風景と「つつじマーチ」 営み 郷土の豊かな自然 共感
130 5 かかしファッションショー 郷土である白石町の農業 営み 自慢・農業という仕事 共感
131 6 私たちの町へようこそ 地域の商店街 営み つながる温かさ 共感
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３：本授業を受ける以前のあなたは，自分の母校地域へどういう思い
をもっていましたか。
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等で “ 唐津くんち ” の歴史・由来等について調べた
ことや作品を駅やバスターミナル等に展示しても地
域交流になる（改善）。
協同学習における発表者の提案内容のよさ（肯定）と
私だったら（改善）という視点が学生間の支持的な雰囲
気をつくり，提案者の教師としての適性や資質に関する
評価も多かった。
３．最終的な授業の振り返りシートに記載された内容
14回までの授業を振り返り，地域環境を生かした題材
化の実践的・協同学習を通して，図画工作科の授業にお
ける地域環境の生かし方や題材化の価値，指導のあり方
など，本授業で気づいたことを自由記述させた。表３に
学生の自由記述から気づきの内容別に整理した一部を示
している。２回目に行った児童画と教科目標等との検討
の授業から，児童の表現活動や造形作品の見方について
の気づきが多かった。「作品はその子の内面が出るものだ
し，出るように教師は工夫，支援をすること。」，「上手，
下手ではなく，子どもが自由に思ったことを表現した作
品，またその過程を評価して一人一人の工夫や良さに気
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づくこと。」，「子どもの作品の一つ一つを『宝物』とし
て，『自分と向き合う』教科である図工の時間に，たくさ
んの思いを感じさせてあげたい」という実践に繋いでほ
しい気づきもあった。感性・情操の教育や郷土愛をはぐ
くむ教科としての価値に触れ，「子ども達が作品の良いと
ころを見つけていく中で，人の良いところにも気づくこ
とが出来るような目を育てること」や「地域や人や物，
自然，他教科，他学年，伝統など図工という教科はたく
さんのことにつながりを持つことのできる深い教科」，「作
品を作ることが何かとつながっていると子どもたちにも
感じとることが出来るような指導」等，本授業が期待す
る気づきも多かった。題材開発・学習展開に関する気づ
きでは，「題材を通して気づかせたいこと・感じてほしい
こと・学んでほしいことなどの視点をもつこと」や，「他
教科や地域とのつながり，生活に生かそうとする心など
の部分を育て」，「教師が思うような『何か』より，子ど
も達が考え，創り出した『何か』の方がより価値のある
もの，その支援のために教師は努力すべき」と記述して
いる。さらにこの気づきは，「私達の背中を見て心の優し
い子になり，不器用でも頑張ることが出来る子どもがきっ
と育つ」「日頃，あまり目立たない子が輝ける場を作りだ
すのも図工」「子ども一人一人が輝ける場面を作りだす図
画工作科」等，求められる図画工作科の授業づくりと，
教師の姿勢に繋がっている。これらの価値ある気づきに
加え，最も多かった気づきが，教師間の協同学習の価値
についてであった。「この授業で，授業は一人でつくって
いくものではなく，様々な考えの人の意見を取り入れな
がらつくっていくことの大切さも学ぶことが出来ました。
受講前は，自分だけでという考えが強かったのですが，
この授業やボランティアをやっていく中で，それでは全
く成長しないということに気づきました。授業も同じだ
と思います。」や，「提案者の発表を聴く時には，良いと
ころをたくさん吸収しようという思いで取り組みました。
皆の発表を聴くことで視野が広がり，自分の中にたくさ
んの引き出しができました。」，「正直，苦手意識を感じて
いた図画工作の授業をここまで一生懸命に取り組んだの
は初めてです。一生懸命考え，感じることで，こんなに
わくわくすることができるなんて思ってもいませんでし
た。この授業では，クラスみんなが，熱意を持って意見
を書いているのが伝わってきて，とても楽しい授業でし
た。」，「認めることと認められることは人を変えられるの
かなと思いました。」等など，ほとんどの学生が，協同学
習の中で他の学生からもらう肯定的な評価コメントが授
業への意欲につながったと記述していた。
４．実習校地域に関する意識調査の結果（表２）
図画工作科教育法Ⅰの最終授業において受講生全員を
対象に実習校地域に関する意識調査を行った。教育実習
先の小学校が母校（卒業校）である学生は127名で，何
らかの理由で母校ではない小学校で教育実習をする学生
が９名いた。アンケートでは，学生自身の小学６年生の
頃と本授業の前・授業後の意識の変化についてと，地域
素材を生かした図画工作科の題材を作成・実施すること
で，子どもたちの地域に対する意識の変化についての意
見を求めた。以下がその結果である。
（1）小学６年生の頃の地域に対する意識
質問１「小学６年生の頃の意識」は，表２の通り，「住
みたい」，「できれば住みたい」と答えた学生は80名
（58.8％）であり，約６割の学生が自分の住む地域に好
意的な関心を持っていたことが分かった。その理由（自
由記述）としては，「郷土愛が強い（地域に愛着がある，
誇りに思う等）」27名，「地域の人が好き（人が温かい，
仲が良い等）」25名，「地域の自然が好き（水がきれい，
自然豊か等）」28名，「住みやすい（治安がいい，交通の
便がいい等）」34名，「家族，親戚，友人がいる」23名で
あった。その他には，「この町のために働きたい」，「地元
以外を知らなかった」，「皆で子どもを育てる雰囲気があ
る」などであった。「できれば住みたい」の理由には「不
便もあるがこの地域に住みたい（お店がないのが不満等）」
４名や，「その地域で教員になると思っていた」，「他の地
域を知らない」，「都会も便利だろうと思った」，「転勤族
の家庭だったから」などがあった。
これに対し，「どうでもいい」，「あまり住みたくない」，
「住みたくない」と答えた学生が56名（41.2％）いた。
「どうでもいい」理由としては，「意識したことがない，
将来のこと等は考えていなかった等」11名，「愛着がな
い」２名，「都会に住んでみたい，視野を広げたい等」11
名，「地元でも都会でもどちらでもよい」３名であった。
「あまり住みたくない」，「住みたくない」の理由は，「自
分の地域（田舎）に対する嫌悪感（田舎が嫌，治安が悪
い，不便等）」23名と「都会への憧れ」15名であった。
（2）受講前の自分の母校地域に対する意識
質問２の「本授業を受ける前のあなたは自分の母校地
域へどういう思いをもっていましたか」では，表２の通
り，「住みたい」，「できれば住みたい」と答えた学生は，
88名（64.7％）であった。小学６年生の頃よりも5.9％
増加したが，その増加は「できれば住みたい」と答えた
学生が11名増えたためであり，「住みたい」と答えた学
生は３名減っている。
「住みたい」，「できれば住みたい」と答えた学生は88
名で，その理由（自由記述）としては，「郷土愛が強い」
49名，「地域の人が好き」８名，「地域の自然が好き」12
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頃と本授業の前・授業後の意識の変化についてと，地域
素材を生かした図画工作科の題材を作成・実施すること
で，子どもたちの地域に対する意識の変化についての意
見を求めた。以下がその結果である。
（1）小学６年生の頃の地域に対する意識
質問１「小学６年生の頃の意識」は，表２の通り，「住
みたい」，「できれば住みたい」と答えた学生は80名
（58.8％）であり，約６割の学生が自分の住む地域に好
意的な関心を持っていたことが分かった。その理由（自
由記述）としては，「郷土愛が強い（地域に愛着がある，
誇りに思う等）」27名，「地域の人が好き（人が温かい，
仲が良い等）」25名，「地域の自然が好き（水がきれい，
自然豊か等）」28名，「住みやすい（治安がいい，交通の
便がいい等）」34名，「家族，親戚，友人がいる」23名で
あった。その他には，「この町のために働きたい」，「地元
以外を知らなかった」，「皆で子どもを育てる雰囲気があ
る」などであった。「できれば住みたい」の理由には「不
便もあるがこの地域に住みたい（お店がないのが不満等）」
４名や，「その地域で教員になると思っていた」，「他の地
域を知らない」，「都会も便利だろうと思った」，「転勤族
の家庭だったから」などがあった。
これに対し，「どうでもいい」，「あまり住みたくない」，
「住みたくない」と答えた学生が56名（41.2％）いた。
「どうでもいい」理由としては，「意識したことがない，
将来のこと等は考えていなかった等」11名，「愛着がな
い」２名，「都会に住んでみたい，視野を広げたい等」11
名，「地元でも都会でもどちらでもよい」３名であった。
「あまり住みたくない」，「住みたくない」の理由は，「自
分の地域（田舎）に対する嫌悪感（田舎が嫌，治安が悪
い，不便等）」23名と「都会への憧れ」15名であった。
（2）受講前の自分の母校地域に対する意識
質問２の「本授業を受ける前のあなたは自分の母校地
域へどういう思いをもっていましたか」では，表２の通
り，「住みたい」，「できれば住みたい」と答えた学生は，
88名（64.7％）であった。小学６年生の頃よりも5.9％
増加したが，その増加は「できれば住みたい」と答えた
学生が11名増えたためであり，「住みたい」と答えた学
生は３名減っている。
「住みたい」，「できれば住みたい」と答えた学生は88
名で，その理由（自由記述）としては，「郷土愛が強い」
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名，「住みやすい」９名，「家族，親戚，友人がいる」13
名，「地元の学校で働きたい」９名，その他「他の地域に
住みたい気持ちもある」９名や，「老後は地元に帰りた
い」，「子どもの少子化，仕事等を考えると戻ろうか迷う」，
「生活しづらくならない限り住みたい」等であった。
一方，「どうでもいい」，「あまり住みたくない」，「住み
たくない」と答えた学生は48名（35.3％）であった。「ど
うでもいい」理由（自由記述）は，「意識したことがな
い」５名，「愛着がない」５名，「都会等に住んでみたい」
５名，「地元でも都会でもどちらでもよい」４名等であっ
た。「あまり住みたくない」，「住みたくない」と答えた学
生の理由は，「自分の地域（田舎）に対する嫌悪感」11
名，「関心がない」２名，「別の地域に行きたい」３名，
その他に「地元は大好きだが，住むのは別」，「東京に住
みたい」，「地元は嫌いではないが，不便」，「外部からの
新しい刺激がない」等があった。
（3）受講後の自分の母校地域に対する意識
質問３の「本授業で小学校地域の「ひと・もの・こと」
と子どもたちをつなぐ指導案の作成や学び合いをした今，
あなたの母校地域への思いはどうですか」の回答結果も
表２から分かるように，「住みたい」，「できれば住みた
い」と答えた学生は，120名（88.2％）であった。その
理由としては，「郷土愛が強い」82名，「地域の人が好き」
７名，「地域の自然が好き」７名に，新たな意見として
「地域題材を生かしたい」37名があった。「将来子どもを
育てるならここがいい」，「ひと・もの・ことの強い関係
を大切にしたい」，「慣れ親しんでいる地域だからこそよ
り愛情をもって地域と関わり，子ども達と一緒に学ぶこ
とがきるのではないか」，「地域題材を生かしたい」，「子
ども達にとって良い環境であると気づいた」等があった。
これに対し「どうでもいい」「あまり住みたくない」「住
みたくない」と答えた学生16名（11.8％）の理由は，「地
元は好きだが，住みたくはない」２名，「皆の発表を聞い
て，もっと他の地域へ行きたくなった」４名，その他「自
分の地域が大好きになったし帰りたいと思うが福岡に居
るメリットの方が大きい」「住みたいとは思わないがもっ
と自分の地域のことを知ろうと思った」「素晴らしい環境
だが，自分にはもっと似合う場所がある」であった。
（4）現場での地域題材の実践に対する意識
質問５の「１年生から系統的に地域素材を生かした図
工の題材を作成し実践することで，子どもたちの地域へ
の思いは変わると思いますか」については表２の通り，
子ども達の地域への思いが「変わる」と答えた学生が133
名（97.7％）である。その理由としては，「子どもたち
の郷土愛を育てることが出来る」89名，「教師の指導力
で変わる」７名，「自分自身が変わったので子どもも変わ
る」11名，「それぞれの価値観による」２名，その他24
名である。「変わらない」と答えた学生３名の理由は，「今
まで気づかなかった地元の地域のよさに気づくことがで
きるが，自分は地域に対する意識が変わらなかったため」，
「地域の良さは伝わると思うが，意識が変わるかどうかは
分からない」等であった。
Ⅴ　考察
本研究は，本授業の受講学生一人一人が教育実習で担
当する学年児童と地域環境をつなぎ，子どもたちが地域
環境のよさに気付く図画工作科学習の内容構成や授業展
開を考え指導案を作成し，地域環境を生かした図画工作
科の題材化が学生（教師）の地域環境への眼差しをどの
ように変えていくのか，その教育的意義について検討す
ることが目的であった。最終回にとったアンケート結果
をそのまま学生の心情と受け止めることはできないが，
受講者全員が学習指導案を作成し，ほとんどの学生が母
校地域に新たな関心を持ち，郷土への眼差しが変わる機
会となったと回答していることには，一定の評価を与え
てよいのではなかろうか。また，協同学習における学生
コメントの「気づき」の内容からも，図画工作科という
教科と学生の母校地域環境を繋いだことは有効であった
と捉えられる。学生が自らの児童期を過ごした住居環境
だった地域環境のよさ・題材化できる地域資源について，
遊びや体験的な学びを通してその価値を認知していたこ
とが多くの提案から伺い知ることができる。地域の観光
案内や地域情報サービス等に頼る学生が多いのではない
かという心配もいらなかった。観察的な評価ではあるが，
学生自身の地域とのつながりの豊かさや深さが，そのま
まグループや全体での説明時における目の輝きや言葉の
強さとなって聴き手に伝わっていたことは学生相互にも
感じていたようである。身近すぎて，その価値に気付い
ていない子どもたちに地域環境のよさを認知させる機会
となる図画工作科の造形的な遊びや表現活動，鑑賞活動
などは郷土愛やアイデンティティをはぐくむ重要な学び
であることは間違いないのではないだろうか。さらには，
「地域ブランド」ではなく，「地域環境」という言葉を用
いたことも他地域との相対的な価値ではなく，より地域
に密着した絶対的な価値を探す意識につながったのでは
ないかと考える。
次にアンケート結果から見ると，約６割の学生が地域
の人や自然が好きで，少数ではあるが「将来子どもを育
てるならここがいい」という考えを持つようになった学
生もいた。また，「小学６年生の頃の地域に対する意識」
と「大学３年生になり授業を受講する前の地域に対する
意識」を比較すると，「できれば住みたい」と答えた学生
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が11名増え，「あまり住みたくない」等と答えた学生が
12名減少している。さらに，受講後の母校地域に対する
意識としては，約９割の学生が地元に住みたい，地元に
対する興味・関心を持ったことが分かった。実践的な授
業を通して，改めて地元の良さに気づき，その自分の気
づきを地元に還元したい，子ども達に伝えたいといった
教育者としての立場から地元を捉えなおしている様子が
伺える。また，その中でも「もっと地域について調べた
い」学生が19名（14.0％）おり，授業を通してさらに地
域題材に関して意欲的に取り組みたいという意気込みも
感じられた。このように，学生自身が地域に密着した教
育者としての視点を持つ動機づけに本授業が貢献したと
考えられる。大多数の学生が地域環境を生かした授業を
行うことで子どもたちの地元に対する意識は「変わる」
と答えており，地域に対する認知を深めることが子ども
たちの郷土愛を育てることに繋がると考えているようで
ある。様々な視点から地域を捉えることでより深い学び
の可能性を示唆している。また，「教師の指導力」が重要
であると捉えている学生も７名おり，「社会科などとも絡
めながら図工を進めることで地域への思いが変わる」な
ど建設的な意見もあった。その他，「小学生の時はなんと
なく地域素材に触れるだけかもしれないが，少しずつ大
きくなっていくうちにそういうものに触れた分だけ地域
への思いは強くなると思う」，「通学路としてただ通り過
ぎるだけの道や風景，遊ぶことに忙しく見ていない所を
題材とすることで，子どもたちの見方や考え方が広がる
し，探究心や他教科への意欲にもつながると思う」等の
貴重な意見もあった。次に，「変わらない」と答えた３名
の学生の授業後の意識は，「住みたい」，「できれば住みた
い」，「住みたくない」に１名ずつ回答しており，「授業を
しただけで本当に子どもの意識が変わるのか」という疑
問を持っていることが感じられる。いずれにしても本授
業を通して，学生一人一人が，今の自分，子ども，教師，
地域，の関係性，影響を捉えなおし，自分なりの答えに
たどり着いたのだと言えるのではなかろうか。
Ⅵ　今後の課題
実習校地域環境に視点を当て，地域環境を生かした図
画工作科の学習指導案を作成したことによる受講者学生
の母校地域への認知とアイデンティティの変容をどう教
育現場の実践に繋げるかがこれからの課題である。子ど
もの地域環境への認知やアイデンティティの変容を図る
ことがねらいであり，今回の実践は，主観的な私見が学
生の共感を得て，より強い着想になったという段階でし
かない。これを実現させるためのより具体的な構想を立
て実践方法等の検討に入り，教育現場で実践してもらえ
る学習指導案にしていかなければならない。今後の取り
組みとしては次のように考えている。
１．今回の素案を基に，次年度の図画工作科教育法Ⅰの
学生が教育現場での実践が可能かどうかの検討を加え，
物的・人的な準備も含めた具体的な改善案を作成する。
２．改善した指導案・プレゼン資料を教育実習校の指導
教官等に説明し，授業実践に向けた事前協議を実施す
る。現場の先生方の評価・反応を集める。
３．現状把握のために実習校の図画工作科の年間カリ
キュラムにおける地域環境と連携した題材数，内容等
から教育現場の現状を把握する。
４．本授業で学生が作成した学習指導案はすべて子ども
の表現，造形活動（作品）の鑑賞活動に地域を活用す
る鑑賞活動案であった。地域環境を鑑賞する独立的な
鑑賞活動の学習指導案を作成させる。
授業後の学生のコメントを紹介する。「提案していると
き，皆が真剣に発表を聞いてくれて嬉しかった。指導案
を書いてよかったと感じた。また，この機会を通して改
めて唐津の良さや母校の地域環境の良さを知ることがで
きた。この指導案をぜひ現場で実践したいと強く感じた。」
すべての地域にその地域ならではの子どもの造形・鑑賞
活動に生かせる教育的価値のある地域環境がある。見過
ごしたり見落としたりしている大切な『宝物』がある。
知識基盤社会と言われ情報化，グローバル化が進む時代
だからこそ，子どもたちが自分の地域をより身近なもの
と感じ大切にしていこうという意識をもつ学びが重要な
のである。地域の次代を担う子どもたちの郷土愛やアイ
デンティティをはぐくむため，様々な教育活動や地域活
動の連携，協力を推進するとともに図画工作科では地域
環境を生かした題材化に取り組み，表現・鑑賞活動にお
ける環境への「共感」「探求」「創造」的な学びを経年的
に実践し，地域の豊かな自然，歴史ある伝統・文化を尊
重・継承・創造していく人材を育成しなければならない
と考える。これらを実現するためにも，地域環境の題材
化についての実践的研究を今後も続けていきたい。
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